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島
田
議
員（
左
）と
住
江
氏

八
幡
議
員（
左
）と
事
務
局

辰
巳
議
員（
左
）と
住
江
氏
、事
務
局

分
科
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
２
０
０
人
参
加

医療経済実態調査から見えてくるもの

口
腔
の
衛
生 

常
に
意
識

　

忘
年
会
の
予

定
が
入
っ
て
く

る
と
、
１
年
間

が
加
速
度
的
に

短
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

に
な
る
。
忘
年
会
は
鎌
倉
時

代
の
貴
族
や
武
士
が
連
歌

（
和
歌
）
を
詠
ん
だ
行
事
が

起
源
で
、
江
戸
時
代
に
は
１

年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
宴
会
と

し
て
庶
民
に
広
が
り
、
明
治

時
代
に
な
っ
て
ボ
ー
ナ
ス
の

出
た
官
僚
や
学
生
の
間
に
も

定
着
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

忘
年
と
は
「
そ
の
年
の
苦
労

を
忘
れ
る
事
」
と
「
年
齢
の

差
を
気
に
留
め
な
い
事
」
の

意
味
が
あ
る
。
忘
年
会
の
席

は
無
礼
講
で
酒
を
酌
み
交
わ

し
な
が
ら
嫌
な
こ
と
を
忘
れ

る
の
は
本
来
の
語
義
ど
お
り

だ
。
そ
れ
で
も
、
無
礼
講
と

は
い
え
上
司
に
は
気
を
使
う

し
、
半
強
制
的
な
事
も
若
い

人
に
ウ
ケ
な
く
な
っ
て
い
た

よ
う
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降

は
忘
年
会
人
気
も
回
復
し
て

い
る
そ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
今
年
は
ど
ん
な

事
を
忘
れ
た
い
だ
ろ
う
か
？

保
護
主
義
、
覇
権
主
義
、
外

国
人
排
斥
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

デ
マ
拡
散
、
そ
こ
に
新
政
権

の
軍
拡
路
線
な
ど
有
事
に
繋

が
る
要
素
に
満
ち
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
不
穏
分
子
は
忘
れ

ず
、
些
細
な
日
常
の
不
満
を

忘
れ
る
ぐ
ら
い
の
忘
年
に
し

た
い
も
の
だ
。 

（
Ｎ
）

第10回日常診療経験交流会歯
科
分
科
会
は

６
演
題

　

午
前
中
は
４
つ
の
分
科
会

が
開
か
れ
、
歯
科
の
分
科
会

で
は
６
人
の
会
員
か
ら
発
表

が
あ
っ
た
（
詳
細
２
面
）。

　

午
後
は
「
口
内
・
腸
内
細

菌
の
意
外
な
お
仕
事
―
健
康

長
寿
へ
の
道
―
」
と
題
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

「
口
か
ら
始
ま
る
健
康
寿
命

〜
口
内
フ
ロ
ー
ラ
〜
」
を
大

阪
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
口

　

開
業
医
の
経
験
や
研
究
に
つ
い
て
交
流
し
診
療

に
役
立
て
よ
う
と
、
医
科
・
歯
科
保
険
医
協
会
は

11
月
30
日
、
第
10
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
グ

ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
（
大
阪
市
北
区
中
之
島
）
で

開
催
し
、
会
場
１
６
０
人
と
ウ
ェ
ブ
40
人
、
計
２

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

「
歯
科
診
療
所
の
約
72
％
を
占
め
る
個
人
開
業
医
は
経
営

基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
」「
歯
科
は
材
料
費
の
ウ
エ
イ
ト
が
高

く
、
そ
の
多
く
が
輸
入
品
で
あ
る
こ
と
、
医
療
の
高
度
化
に

伴
い
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
Ｏ
Ｓ
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
な
ど
の
高
額
な

医
療
機
器
導
入
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
行
の
保
険

点
数
で
は
コ
ス
ト
を
ま
っ
た
く
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
」。

こ
れ
は
、
10
月
23
日
に
日
歯
の
高
橋
英
登
会
長
が
、
緊
急
経

営
調
査
を
記
者
発
表
し
た
際
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

腔
外
科
学
教
室
教
授
の
植
野

高
章
氏
、「
こ
こ
ま
で
わ
か

っ
て
き
た
腸
内
細
菌
と
健
康

の
科
学
」
を
関
西
医
科
大
学

医
学
部
糖
尿
病
・
内
分
泌
内

科
診
療
教
授
・
科
長
の
入
江

潤
一
郎
氏
が
講
演
し
た
。

口
腔
状
態
の
全
身

へ
の
影
響
を
強
調

　

植
野
氏
は
、
口
腔
内
の
細

菌
叢
は
腸
内
と
密
接
に
関
係

し
、
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
、

認
知
症
な
ど
の
疾
患
と
も
関

連
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
と
し
、「
歯
科
治
療
は

む
し
歯
を
削
っ
て
詰
め
て
、

抜
歯
を
し
て
入
れ
歯
を
つ
く

る
こ
と
に
留
ま
る
の
で
は
な

く
、
口
の
中
の
衛
生
状
態
、

常
に
向
上
性
を
保
つ
と
い
う

こ
と
を
意
識
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
、
高
齢
者
が
非
常
に

増
え
て
く
る
歯
科
医
療
で
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い

か
」
と
力
を
込
め
た
。

腸
内
細
菌
が
人
の

生
活
全
般
に
関
与

　

入
江
氏
は
、
疾
病
に
限
ら

ず
健
康
の
維
持
・
増
進
の
視

点
か
ら
も
腸
内
細
菌
の
影
響

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と

し
、
人
の
生
活
全
般
に
腸
内

細
菌
が
関
与
し
て
い
る
こ
と

を
詳
し
く
解
説
し
た
。

　

協
会
は
11
月
20
日
、
診
療

報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求

め
国
会
議
員
会
館
で
集
会
と

国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
に

取
り
組
み
、
住
江
憲
勇
保
団

連
名
誉
会
長
・
大
阪
府
保
険

医
協
会
特
別
顧
問
と
事
務
局

が
参
加
。
大
阪
選
出
の
国
会

議
員
に
会
員
署
名
１
５
０
０

筆
を
手
渡
し
た
。

　

島
田
智
明
衆
院
議
員
（
自

民
）
と
の
面
談
で
は
、
住
江

氏
が
「
格
差
と
貧
困
が
広
が

り
国
民
の
生
活
が
厳
し
い
。

社
会
保
障
充
実
の
政
治
に
舵

を
切
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

た
。
自
身
が
開
業
し
た
１
９

８
１
年
の
診
療
報
酬
が
１
０

０
だ
と
す
る
と
現
在
は
90
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
る
実
態
を

紹
介
。
診
療
報
酬
を
10
％
以

上
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
迫
っ
た
。

　

辰
巳
孝
太
郎
衆
院
議
員

（
共
産
）
は
医
療
介
護
業
界

の
処
遇
改
善
問
題
は
抜
本
的

・
緊
急
的
に
対
応
が
必
要
な

状
況
だ
と
理
解
を
示
し
た
。

辰
巳
議
員
に
は
「
保
険
で
よ

い
歯
科
」
署
名
６
１
５
筆
を

手
渡
し
た
。

　

八
幡
愛
衆
院
議
員
（
れ
い

わ
）
は
「
貴
重
な
声
に
目
を

通
し
、
厚
労
委
員
会
で
歯
科

の
問
題
を
取
り
上
げ
た
い
」

と
応
え
た
。
そ
の
ほ
か
立
憲

・
公
明
・
国
民
・
参
政
各
党

　11月12日の中医協総会で、３次元プリント有床義
歯が12月診療分から保険適用となった。上下顎同日
に装着した場合に限り算定できる。詳細は、FAXニ
ュースを参照されたい。
【作製時の算定点数（１顎につき）】
2,623点（総義歯）＋230点（装
着料）＋84点（歯冠部材料料（人
工歯））＝2,937点

議
員
の
秘
書
が
要
請
に
対
応

し
た
。

　

集
会
で
は
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
医
師
・
歯
科
医
師
が
診

療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
や

全
医
療
機
関
に
対
す
る
緊
急

財
政
措
置
を
訴
え
た
。

３次元プリント　　　
有床義歯保険適用に　

10％以上引き上げを
11月20日国会議員要請行動

質問に応じる植野氏（左）と入江氏（右）
＝11月30日、大阪市内　　　　　　　　　

あ
っ
て
も
、
減
価
償
却
費
は

マ
イ
ナ
ス
３
・
４
％
、
設
備

機
器
委
託
料
マ
イ
ナ
ス
３
・

６
％
、
医
療
機
器
委
託
料
マ

イ
ナ
ス
９
・
１
％
で
、
こ
れ

ら
の
費
用
項
目
合
計
は
約
15

万
円
。
収
支
差
額
増
加
分
の

約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
経
営
努
力
の
域

を
超
え
て
医
療
の
質
を
維
持

す
る
医
療
機
器
の
設
備
更
新

や
維
持
費
に
影
響
が
及
ん
で

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

医
療
法
人
の

医
療
法
人
の
3333
％
が
赤
字

％
が
赤
字

個
人
立
と
同
様
の
傾
向

個
人
立
と
同
様
の
傾
向

　

法
人
立
の
歯
科
診
療
所
は

ど
う
か
。
医
業
収
益
は
２
・

２
％
増
、
医
業
・
介
護
費
用

は
２
・
０
％
増
で
、
増
収
分

は
相
殺
さ
れ
て
い
る
。
構
成

割
合
が
約
５
割
を
占
め
る
人

件
費
が
１
・
５
％
増
、
外
注

技
工
料
が
７
・
８
％
増
で
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
そ
の

一
方
、
減
価
償
却
費
が
マ
イ

ナ
ス
３
・
４
％
で
、
個
人
立

と
同
様
に
設
備
投
資
を
手
控

え
て
経
営
を
維
持
し
て
い
る

姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
一
般
的
に
収
入
規
模
が

大
き
く
経
営
に
余
裕
が
あ
る

と
見
ら
れ
て
い
る
医
療
法
人

人
件
費
、
委
託
費
増

人
件
費
、
委
託
費
増

設
備
更
新
は
手
控
え

設
備
更
新
は
手
控
え

　

厚
労
省
が
11
月
26
日
に
中

医
協
で
発
表
し
た
医
療
経
済

実
態
調
査
で
も
同
様
の
傾
向

が
表
れ
た
。
個
人
立
歯
科
診

療
所
の
医
業
・

介
護
収
益

は
、
診
療
報
酬
の
改
定
年
度

の
前
後
で
２
・
４
％
伸
び
た

も
の
の
、
医
業
・
介
護
費
用

も
２
・
５
％
伸
び
て
収
支
差

額
は
30
万
円
程
度
の
増
加
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

費
用
の
内
訳
を
み
る
と
、

給
与
費
３
・
３
％
、
外
注
技

工
料
５
・
９
％
と
伸
び
が
著

し
い
。
こ
の
経
費
増
の
中
に

に
あ
っ
て
も
、
全
体
の
33
％

が
赤
字
で
あ
る
。

　

歯
科
の
地
域
医
療
を
守
る

た
め
に
は
、
歯
科
診
療
報
酬

の
大
幅
引
き
上
げ
が
不
可
欠

で
あ
る
。

政
策
部
に
よ
る
改
定
解
説

歯科診療報酬の
大幅引き上げを

個人立歯科診療所

第25回医療経済実態調査（医療機関等調査）報告Ｐ612から作成

N=396 前々年度 前年度 伸び率

千円 千円 ％

Ⅰ　医業収益 49,677 50,882 2.4

　１．保険診療収益 42,449 43,571 2.5

　２．その他収益 7,228 7,311 2.6

Ⅱ　介護収益 150 162 8.0

Ⅲ　医業・介護費用 36,034 36,951 2.5

１．給与費 14,906 15,402 3.3

２．医薬品費 642 667 3.9

３．歯科材料費 3,624 3,692 1.9

４．委託費 4,392 4,629 5.4

（再掲）歯科技工委託費 3,986 4,221 5.9

５．減価償却費 3,157 3,051 ▲3.4

６．その他の医業・介護費用 9,314 9,510 2.1

（再掲）設備機器賃借料 525 506 ▲3.6

（再掲）医療機器賃借料 307 279 ▲9.1

（再掲）水道光熱費 713 717 0.6

Ⅳ　損益差額（Ⅰ＋Ⅱ－Ⅲ） 13,793 14,093 0.0

年末年始の業務

　協会・協同組合は12月
27日から１月５日まで休
務。１月６日から開始。

FAXニュース
HP「会員限定ページ」に掲載

12月から


